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令和６年１月17日
兵庫県中播磨県民センター
県民センター長 法田 尚己

多様な地域に個性が輝く
中播磨を目指して
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中播磨県民センター管内の概況

淡路

１ 位置図 ２ 人口

区分
推計人口（令5.7.1現在）

人口（人） 世帯数
中播磨 561,420 245,851

兵庫県 5,376,910 2,445,600

中播磨／県 10.4％ 10.0％

３ 産業別就業人口

区 分 就業人口
（人）

構成比 （％）
第一次 第二次 第三次

中播磨 285,127  1.2 32.3 66.5

兵庫県 2,673,625 1.8 24.8 73.4

全県と比較し第二次産業のウエイトが高い。

人口、世帯数ともに県総数の約１割。【管内市町（１市３町）】
姫路市、市川町、福崎町、神河町
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02観光入込客数の推移

県内の観光入込客数の状況 （単位：千人）
区分 令和４年度 令和３年度 令和元年度 対前年度比
全県 114,503 85,647 136,508 33.7％
神戸 24,257 14,180 35,420 71.1％

阪神南 13,291 9,493 14,727 40.0％

阪神北 17,401 14,961 18,935 16.3％

東播磨 7,366 6,232 9,848 18.2％

北播磨 13,502 11,380 13,941 18.6％

中播磨 8,356 5,412 10,366 54.4％

西播磨 4,919 4,277 6,187 15.0％

但馬 8,005 6,056 9,409 32.2％

丹波 4,590 4,069 5,072 12.8％

淡路 12,816 9,588 12,603 33.7％

令和４年度の観光入込客数
対前年度比2,944千人（54.4％）増加し、県内では神戸地区に次いで２番目の増加率。
特に姫路城や好古園等では、新型コロナウイルスによる入国制限が緩和され、外国人

観光客の観光需要が回復。

①

②

③
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（参考）令和４年度姫路城の外国人観光客（入場者）数

外国人観光客（入城者）数は 10 万人で、令和３年度と比較し９万 3 千人
（1,328.6％）増加。

言語別入場者数でみると、１位英語圏、２位中国語圏、３位フランス語圏、
４位韓国語圏の順。

令和4年度姫路市入込客数・観光動向調査報告書より
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農林水産業

中播磨県民センターは、特に水産物においては播磨灘全域を所管している
ことから、かきは全県の生産量が中播磨産。

麦類の産出額は県内割合で１位、採卵鶏は２位。

特に中播磨管内において県内割合の高いもの（Ｒ３）

２ 麦類

３ 採卵鶏

１ かき

区 分 中播磨 兵庫県 県内割合 県内割合順位

農業産出額 50,000 130,000 38.4％ 第１位

区 分 中播磨 兵庫県 県内割合 県内割合順位

農業産出額 2,250,000 9,910,000 22.7％ 第２位

区 分 中播磨 兵庫県 県内割合 県内割合順位

生産量 10,148 10,148 100.0％ 第１位

(単位:千円）

(単位:千円）

(単位:t）
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道路整備事業

１ 渋滞交差点の解消・緩和
「渋滞交差点解消プログラム」〔2019～23(Ｈ31～Ｒ５)〕に基づき、バ

イパス整備、交差点改良（右折レーン設置）等を行い、計画的かつ重点的
に渋滞交差点の対策を推進。

路 線 名 交差点名 改良内容 工事期間

広畑青山線
京見橋西詰 バイパス整備 2001 ～ 2025

（Ｈ13～Ｒ７）八幡小前 バイパス整備

太子御津線 ＪＲ網干駅前 バイパス整備 2011 ～ 2025
(Ｈ23～Ｒ７)

田寺今在家線 棚田 路肩拡幅 2017 ～ 2027
(Ｈ29～Ｒ９)

大江島太子線 下太田 交差点改良
（右折レーン設置）

2019 ～ 2025
(Ｈ31～Ｒ７)

【主な事業箇所】

田寺今在家線（棚田） 大江島太子線（下太田）
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道路整備事業

路 線 名（住所） 延 長 改良内容 工事期間

太子御津線
（姫路市網干区高田） 1.2km 立体交差化（ＪＲ網干駅） 2011 ～ 2025

(Ｈ23～Ｒ７)
甘地福崎線 ２期
（福崎町福田） 0.3km バイパス整備（ＪＲ福崎駅） 2017 ～ 2023

(Ｈ29～Ｒ５)

【主な事業箇所】

２ 駅へのアクセス道路の整備
鉄道駅へのアクセスの向上と利用者の安全性向上のため、バイパス道路

及び歩道を整備することにより、駅周辺の交通環境の改善を推進。

３ 地方部の道路整備の推進
地域間交流や生活の基盤となる道路の重点的な整備を推進。

【主な事業箇所】

路 線 名（住所） 延 長 改良内容 工事期間

宍粟香寺線
（姫路市安富町狭戸） 0.2 km バイパス整備 2017 ～ 2024

(Ｈ29～Ｒ６)
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道路整備事業

路 線 名（住所） 延 長 改良内容 工事期間

石倉玉田線
（姫路市書写） 0.4km 歩道設置 (幅2.5m) 2017 ～ 2025

(Ｈ29～Ｒ７)
姫路神河線

（姫路市夢前町山冨） 0.8km 歩道設置 (幅2.5m) 2015 ～ 2023
(Ｈ27～Ｒ５)

【主な事業箇所】

４ 歩行者・自転車の快適な通行空間の確保
「通学路安全対策５箇年計画」〔2019～2023(Ｈ31～Ｒ５)〕に基づく通

学路や、大津園児死傷事故(Ｒ元)を受け実施した緊急安全点検による園児移
動経路の安全対策を推進。

【主な事業箇所】
路 線 名（住所） 延 長 改良内容 工事期間

和久今宿線
（飾磨区山崎台～付城） 1.2km 自転車レーン設置 2018 ～ 2025

(Ｈ30～Ｒ７)
三木宍粟線

（福崎町西治） 1.0km 路肩拡幅 2015 ～ 2023
(Ｈ27～Ｒ５)

｢自転車通行空間整備５箇年計画｣〔2019～2023(Ｈ31～Ｒ５)〕に基づき、
自転車ﾚｰﾝや路肩のｶﾗｰ舗装等による視覚的分離により安全対策を推進。
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中播磨県民センター 重要施策

４本柱
①多様な人が行き交う「交流」中播磨
②新たな力が生まれ続ける「活力」中播磨
③ステキなご近所さんで支え合う「つながり」中播磨
④次代に受け継ぐ「ふるさと」中播磨
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・岡山県・香川県との周遊クルーズ実証実験
・日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」推進プロジェクト
・中はりま食文化の発信
・播磨のさかなとブルーツーリズム支援事業
・中播磨の山城魅力発信事業

・県民センター横断による地域活性化等の支援（移住等）
・中はりまの企業ＰＲ大作戦（ＵＪＩターン対策）

①多様な人が行き交う「交流」中播磨

・姫路港旅客ターミナルエリアリニューアル
・カーボンニュートラルポートの形成
・姫路港ふれあいフェスティバル事業

・日常生活や地域を支える道路整備
・播磨臨海地域道路の整備促進（都市計画素案公表：R5.10.19、姫路市住民説明会：R5.12.1～12.21）
・ＪＲ姫新線・播但線鉄道交通活性化推進事業

2025年大阪・関西万博、兵庫DCを契機に、国内外に地域の魅力を発信する
とともに、交流基盤の整備・利活用を進め、一層のにぎわいを創出する。
大阪・関西万博、兵庫DCを契機とした交流の拡大

播磨臨海地域の中心を担う姫路港の活性化

地方回帰の流れを捉えた移住・定住プロジェクトの展開

交流を支える交通基盤の整備

08
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・新技術等の実用化に向けた中はりま公民連携事業
・中はりま産業ＳＤＧｓ ＰＲ事業

②新たな力が生まれ続ける「活力」中播磨

・中はりま高校生等のための起業セミナー
・産学官連携による「中はりま産業力」強化
・ものづくりを支える人材確保支援
・中はりまの企業ＰＲ大作戦（ＵＪＩターン対策）（再掲）
・新技術等の実用化に向けた中はりま公民連携事業（再掲）

・中はりま農業パワーアップ作戦
・農業生産基盤の整備
・水産資源を守り育てる増殖場の整備

・女性活躍促進企業セミナー
・中はりま農的くらし定着支援事業
・授産品の販路拡大による障害者の社会参加促進

公民連携による地域課題の解決や、脱炭素化に向けた取り組みの推進、若者
等へのチャレンジの支援により、地域に新たな活力を生み出す。

ものづくり力の強化と新たな挑戦への支援

多様な働き方の推進

持続可能な農林水産業の推進

公民連携で取り組む中播磨地域の活性化

09
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・中播磨地域づくり活動応援事業
・中播磨フードドライブの実施
・地域づくり研修会の開催

③ステキなご近所さんで支え合う「つながり」中播磨

・小児救急医療・適切な受診行動の促進
・地域包括ケアシステムの構築支援
・地域を支える看護人材の確保
・災害時における医療提供に関する情報伝達訓練・研修事業

地域団体等の活動支援や、地域ぐるみで支え合う暮らしの推進により、住み
慣れたまちで誰もが安心して健やかに生活できる地域づくりを推進する。

健康で安心できる暮らしづくりの推進

人と人とがつながり支え合う地域づくりの推進

10
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④次代に受け継ぐ「ふるさと」中播磨

・災害に強い社会基盤整備の推進
・ひょうご安全の日」中播磨地域のつどいの開催
・｢ストップ･ザ･交通事故！県民運動｣啓発活動強化事業
・次世代（若者）の消費生活力向上支援事業

・小学生への社会基盤整備ＰＲ事業
・中播磨地域ビジョンの推進
・未来へつなぐ中はりまの農業水利の歴史事業
・青少年の健全育成活動の推進

・人と野生動物が共生できる地域創出事業
・野生動物の被害対策の推進
・持続可能な森林経営に向けた森づくり
・環境学習の推進
・カーボンニュートラルポートの形成（再掲）

安全安心な暮らしの推進や、子どもたちの郷土愛の醸成、豊かな自然の維
持・保全等に取り組み、「ふるさと」中播磨を次の世代に受け継ぐ。

安全・安心な暮らしの推進

シビックプライドの醸成

次代へつなぐ豊かな自然の維持・保全とゼロカーボン社会の実現

11

｢５･６年生｣の部 金賞
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自転車ヘルメット購入応援事業

１ 申請期間
令和５年12月１日(金)～令和６年２月９日(金) 
※予算額を上回った時点で申請期間終了

２ 対象者
住所地が兵庫県内で以下の方が対象
（年齢の基準はいずれも令和6年3月31日時点）
・高齢者（65歳以上）
・子育て世代（1歳～18歳までの子と親）

※子どもは人数分・親は父母どちらか一人分
・学生（19歳～29歳までの大学生や専門学生等）

３ 対象ヘルメット
•令和5年10月3日以降に購入したもの
•SGﾏｰｸ、JCFﾏｰｸ等安全基準を満たしたもの

４ 給付額
上限4,000円/ﾍﾙﾒｯﾄ1個（税込、1000円単位）
※ｷｬｯｼｭﾚｽ決済ﾎﾟｲﾝﾄまたはQUOｶｰﾄﾞにて給付

５ 申請方法
専用ウェブサイトから申し込み（県民ｾﾝﾀｰ等にて申請入力サポートを実施中）
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募集期間： 令和６年２月（予定）
利用期間： 令和６年３月中旬～

令和６年６月（予定）

春の新生活「兵庫家計応援
キャンペーン」
はばたんPay＋(ﾌﾟﾗｽ）

自 動 録 音 機 能 付 電 話 機 等 普 及 促 進
事業の拡充

・実施主体 市町 ・補助対象 65歳以上の高齢者
・補助件数 130,000台（現行予算の50倍超）
・補助上限 自動録音機能付電話機購入:10,000円

外付録音機購入 ： 5,000円

19特殊詐欺緊急総合対策

一般枠

対象者 すべての県民（子育て世帯含む）

販売単価 一口6,250円分を5,000円で販売

プレミアム率 25%

申込上限 １人あたり４口

特殊詐欺被害が過去最悪のペースで増加している

ことを踏まえ、緊急対策を実施

自動録音機能付電話機等の機器購入費に対する補助

はばタンPay➕サポート窓口
１ どのような相談でもお気軽に

→専用コールセンター
２ 迷惑メール設定解除等含めた全般的な操作

→携帯電話ショップ
３ アプリインストール等基本的操作のお手伝い

→県民局・県民センター、市町、商工会

第３弾
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